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　●ノコクズの需要と供給●
　道内では年間約600万m3の原木が製材工場，チッ
プ工場等で消費されていますが，その内の 8～10
％が〝ノコクズ〟として出ています。このような
ノコクズの利用状況や，動きはどのようになって
いるのでしょうか。
　ノコクズの99％は廃棄されることなく有効に利
用されています。図に支庁別のノコクズ発生高，
及び利用構成を示しました。
　このように家畜用敷わらが全量の半分を占めて

　　支庁別ノコクズ発生高及び利用構成
　（鎌田ら；株産試月報1980年9月号から作図）
他利用とは，自社工場以外で利用するもので．他人（業者）
が有償，無償で引きとるものと，自社職員への配付を含む。

　　　　　        　　　　　全道ノコクズ利用状況

　　　　        （鎌田ら；林産試月報1980年9月号から作図）

います。また当面この分野での需要は……
　①家畜が木のぬくもりを好み，ノコクズを敷わ
　　らとすることでストレスの解消になる。
　②畜舎内の衛生環境が良くなり病気を予防する。
　③取り扱い，使用後の処理が楽。
　④使用済の敷わらが木質系土壌改良材としての
　　価値が高く，高値で取り引きされている。
などの理由からさらに大きく伸びると思われます。
　しかし，それにすべて応えるだけのノコクズの
量はありません。大胆な仮定ですが，現在発生す
るノコクズの全量を牛の敷わらだけとしても，年
間の必要量（牛 1 頭につき 12 トン使用の場合）
 915,600トンに対し，ノコクズ発生高 211,000ト
ンと 4頭に 1頭の割でしか充足されません。また
日本屈指の酪農地帯（十勝・釧路・根室・網走）
では，同じく 573,500トンに対し 77,200トンにす
ぎません。
　そこで比較的製材工場が多い十勝・上川等では
バークを混入することで，ノコクズ不足に対処し
ています。



　●ノコクズの流通形態と価格●
　〝ノコクズ〟はどのような形で取り引きされて
いるのでしょうか。大半は製材工場等に，農家，
キノコ栽培家が直接引き取りに行きますが，その
際トラック 1台（4トン車）につき 1,000～1,500
円程度の積み込み料金を支払います。その他，あ
る農協では製材工場数ヵ所と契約し,量を確保した
上で，定期的に農家に配達するといった形を取っ
ています。このような形のものは，流通総コスト
の低減，販路，入手先の継続的安定的確保の上か
らも今後増えてくると思われます。またノコクズ
先進地域である九州・本州では〝ノコクズ問屋〟
が数年前から営業しているそうです。
　次に価格を見てみると，ほんの 2～3 年程前ま
では，みかけの 1 m3当たり工場渡しで 100～200
円だったのが,今では 500～2,000円もします。キ
ノコ栽培に広葉樹ノコクズしか使われなかった頃
は，キノコ用ノコクズとして割高でしたが，栽培
技術の発達で針葉樹のものも広く使われ，そうい
った事も少なくなりました。

　●今後のノコクズ●
　ノコクズは今不足しています。冒頭で述べたと

おり今のところノコクズは製材・チップ工場の副
生物ですから，それら工場での原木消費量に比例
して動かざる得ません。しかし，敷わらとしての
畜産家，堆肥としての農家の需要に応えるために
は，現在の50倍のノコクズが必要と言われていま
す。
　ノコクズの家畜敷わらとしての需要は，これか
らの肉牛生産の増大政策とからんで，さらに大き
なものが見込まれます。
　農林水産省では国会に「酪農・肉用牛生産振興
法案（仮称）」を提出する方針であり，同法案の
内容として E C並の牛肉・乳製品価格を目指し，
生産の合理化・繁殖・肥育の一貫経営等の政策を
掲げています。
　この方針を受け本道においても粗飼料を中心と
した飼料自給率の向上，飼料管理技術の改善，古
材や間伐材利用による倉庫・畜舎などの設備投資
の低減等の方策を通じ，昭和65年には，肉用牛飼
育戸数及び頭数で2倍，生産数量で3倍を目指して
おり，製材・チップ工場等の〝廃材ノコクズ〟の
みではこの需要にますます対応できない状況にあ
ります。　　　　　　　（林産試験場　経営科）


